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福音の
ひびき

3月の説教者

4 日　四旬節第 3主日
野村　純一
（名東教会）

11日　四旬節第 4主日
チプリアノ・ボンタッキョ
（金沢教会・七尾教会）

18日　四旬節第 5主日
鄭　有喆

（美濃加茂教会）

25日　受難の主日
山口　正美
（港教会）

福
者
ユ
ス
ト
高
山
右
近
殉
教
者
、

　
　
　

１
回
目
の
記
念
日
ミ
サ

�

２
月
３
日
、
金
沢
教
会 

100
人
が
祈
り

２
月
３
日
、
福
者
ユ
ス
ト

高
山
右
近
殉
教
者
の
列
福
後

初
と
な
る
名
古
屋
教
区
の
記

念
日
ミ
サ
が
、
右
近
と
ゆ
か

り
が
深
い
金
沢
教
会
で
執
り

行
わ
れ
た
。
同
教
会
を
は
じ

め
、
北
陸
３
県
の
信
徒
、
シ

ス
タ
ー
ら
約
100
人
が
集
い
、

右
近
に
神
へ
の
取
り
次
ぎ
を

願
う
と
と
も
に
、
信
仰
に
殉

じ
た
右
近
の
姿
に
倣
う
心
を

新
た
に
し
た
。

ミ
サ
は
松
浦
悟
郎
司
教
の

主
司
式
、
教
区
殉
教
者
顕
彰

委
員
会
の
浅
井
太
郎
神
父
、

金
沢
教
会
主
任
司
祭
の
チ
プ

リ
ア
ノ
・
ボ
ン
タ
ッ
キ
ョ
神

父
を
は
じ
め
、
北
陸
３
県
の

司
祭
合
わ
せ
て
10
人
に
よ
る

共
同
司
式
で
進
め
ら
れ
た
。

開
祭
の
司
祭
団
入
堂
で

は
、
金
沢
教
会
が
30
年
前
か

ら
歌
い
続
け
て
い
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
高
山
右
近
讃
歌
「
光

は
今
も
」
が
、「
加
賀
の
野

に
、
能
登
の
海
に
」
の
歌
詞

と
と
も
に
声
高
ら
か
に
歌
わ

れ
た
。
松
浦
司
教
は
、
日
本

司
教
協
議
会
か
ら
贈
ら
れ
、

聖
堂
に
安
置
さ
れ
た
右
近
の

聖
遺
物
に
献
香
し
た
。

説
教
で
松
浦
司
教
は
、
右

近
の
列
福
申
請
に
尽
力
し
た

ヴ
ィ
ッ
ト
ベ
ル
神
父
の
言
葉

を
紹
介
し
な
が
ら
「
次
第
に

信
仰
を
強
め
て
い
っ
た
高
山

右
近
の
歩
み
そ
の
も
の
に
心

を
留
め
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
た
。
全
員
で
右
近
の
列

聖
を
求
め
る
祈
り
を
唱
え

た
。ミ

サ
の
あ
と
、
教
会
ロ

ビ
ー
で
交
流
茶
話
会
が
開
か

れ
、
参
加
者
は
松
浦
司
教
ら

を
囲
ん
で
懇
談
の
輪
を
広
げ

た
。ミ
サ
参
加
者
か
ら
は「
次

な
る
列
聖
に
向
け
、
さ
あ
こ

れ
か
ら
だ
、
と
の
思
い
を
起

こ
さ
せ
る
心
に
残
る
良
い
ミ

サ
だ
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か

れ
た
。

金
沢
教
会
は
昨
年
２
月
７

日
の
列
福
式
の
あ
と
、
聖
堂

前
に
建
つ
高
山
右
近
像
の
足

元
に
、
列
福
の
経
緯
を
記
し

た
プ
レ
ー
ト
を
設
置
し
た
。

手
作
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
併

せ
て
、
教
会
来
訪
者
に
高
山‌

右
近
の
足
跡
を
伝
え
て
い
る
。

聖
香
油
ミ
サ
の
ご
案
内

　

名
古
屋
教
区
の
司
祭
団
が
司
教
と
一
致
し
て
捧
げ
る
ミ
サ
。
ミ
サ

の
中
で
司
祭
の
約
束
の
更
新
が
行
わ
れ
、
秘
跡
の
執
行
に
用
い
る
聖

香
油
病
者
の
油
、
洗
礼
志
願
者
の
油
の
聖
別
と
祝
福
を
行
い
ま
す
。

　

日　

時　

３
月
28
日
㈬　

10
：
30　

　

場　

所　

カ
ト
リ
ッ
ク
布
池
教
会
大
聖
堂

　

主
司
式　

ミ
カ
エ
ル
松
浦
悟
郎
司
教

過
越
し
の
聖
な
る
三
日
間

３
月
29
日
㈭　

聖
木
曜
日
（
主
の
晩
さ
ん
）

３
月
30
日
㈮　

‌�

聖
金
曜
日
（
主
の
受
難
）（
大

斎
・
小
斎
）

３
月
31
日
㈯　

聖
土
曜
日
（
復
活
の
徹
夜
祭
）

４
月
１
日
㈰　

復
活
の
主
日

世界青年の日
� 受難の主日
　国連が定めた「国際青年」年の1985年、受難の
主日に、青年たちはこの十字架とともに教皇のもと
に集まりました。教皇はこの年、受難の主日を毎
年「世界青年の日」として祝うように定め、2～3年
に一度は、世界中の青年が教皇と出会うワールド
ユースデー（WYD）が開かれるようになりました。
2019年には、中米パナマでWYDが開催されます。

聖地のための献金
� 聖金曜日
　全世界の教会からローマ教皇庁に集められる献
金は、現在、イスラエル、ヨルダン、キプロス、
パレスチナ自治区内にある数多くの巡礼所や聖堂
などの維持管理に充てられるほか、聖地の貧しい
兄弟のための福祉施設や教育施設の運営、奨学金
や生活保護などのために使われています。

性虐待被害者のための�
祈りと償いの日

� 四旬節第2金曜日

　2016年、教皇フランシスコは、子ど
もに対する教会のメンバーの責任につ
いて明確に意識できるように、神によ
り頼む日として「性虐待被害者のため
の祈りと償いの日」を設けるよう全世
界の司教団に通達されました。
　これを受けて日本の教会は、「性虐待
被害者のための祈りと償いの日」を四
旬節第二金曜日と定め、祈りと償い、
被害者の痛みを学ぶ機会としました。
教会のメンバーが犯した罪を認め、共
同体として神からのゆるしを願い、被
害者とその家族のために祈ります。

性虐待被害者の為の祈りと償いのつどい
日　時　3月24日（土）　14：00～16：00（13：30受付開始）
場　所　カトリック布池教会小聖堂（信者会館2階）
〈プログラム〉
司　会　宮本信代（カトリック中央協議会秘書）
　　　　14：00　開会あいさつ　司祭　岩崎一二三
　　　　14：10　DVD上映「祈りと償いの日」
　　　　14：40　�カトリック名古屋教区の取り組み‌

セクシャルハラスメント対策委員会‌
委員長　小瀬木尚美

　　　　15：00　ミサ　司教　松浦悟郎
　　　　16：00　閉会
問合せ　一般社団法人愛知総合HEARセンター 小瀬木
　　　　☎/Fax：052-932-9337  月・火・木 10：00～18：00
　　　　E-mail：info@mentana.nagoya
主　催　�カトリック名古屋教区セクシャルハラスメント‌

対策委員会

名
古
屋
教
区
殉
教
者
祭
が

２
月
３
日
、
名
古
屋
市
中
区

の
栄
国
寺
で
開
催
さ
れ
た
。

記
録
的
な
寒
さ
を
更
新
し
た

今
年
の
冬
に
あ
っ
て
、
い
つ

に
な
く
温
か
さ
を
感
じ
る
穏

や
か
な
日
差
し
の
中
、司
祭
、

修
道
者
、
信
徒
の
160
人
を
超

え
る
多
く
の
参
加
者
が
集
っ

た
。ロ

ザ
リ
オ
の
祈
り
（
苦
し

み
の
神
秘
）
に
続
い
て
野
村

純
一
名
誉
司
教
と
10
人
の
司

祭
の
共
同
司
式
に
よ
る
殉
教

者
顕
彰
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ

た
。司

教
は
説
教
で
、
二
代
目

尾
張
藩
主
、
徳
川
光
友
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
栄
国
寺

の
地
は
尾
張
藩
の
処
刑
場
で

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
処
刑

さ
れ
た
人
の
中
に
は
沢
山
の

キ
リ
シ
タ
ン
の
殉
教
者
が
い

た
こ
と
を
最
初
に
前
置
き

し
、
名
古
屋
教
区
で
の
キ
リ

シ
タ
ン
殉
教
の
始
ま
り
で

あ
る
寛
文
年
間
の
美
濃
の

国
（
岐
阜
県
）
可
児
郡
塩
村

の
24
人
が
捕
ら
え
ら
れ
た
美

濃
崩
れ
を
紹
介
し
た
。
こ
の

可
児
の
塩
村
の
キ
リ
シ
タ
ン

の
類
族
（
子
孫
）
と
呼
ば
れ

る
人
た
ち
の
数
十
名
は
明
治

ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
、
大

勢
が
一
回
一
斉
に
捕
ら
え
ら

れ
、
あ
る
い
は
処
刑
さ
れ
る

崩
れ
の
説
明
の
こ
と
も
併
せ

て
紹
介
し
た
。

ま
た
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
崩
れ
の
う
ち
、
１
７
０
０

年
代
か
ら
１
８
６
９
（
明
治

2
）
年
の
四
番
崩
れ
ま
で
続

い
た
浦
上
四
番
崩
れ
や
キ
リ

シ
タ
ン
大
名
、
大
友
宗
麟
の

領
地
内
で
起
き
た
大
分
の
豊

後
崩
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
、
大
村
純
忠
の
領
地
内
で

起
き
た
大
村
の
郡
崩
れ
な
ど

を
挙
げ
、
こ
の
美
濃
崩
れ
も

そ
れ
に
劣
ら
な
い
大
き
な
崩

れ
だ
っ
た
こ
と
を
語
っ
た
。

塩
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
存

在
が
分
か
っ
た
の
ち
、
そ
こ

の
領
主
の
願
い
に
よ
っ
て
幕

府
の
指
示
で
尾
張
藩
で
は
、

急
遽
キ
リ
シ
タ
ン
奉
行
を
創

設
し
て
宗
旨
改
め
を
実
施

し
、
１
６
６
５
（
寛
文
4
）

年
２
月
３
日
、
207
名
が
こ
の

地
で
処
刑
さ
れ
た
こ
と
を
思

い
起
こ
す
た
め
に
、
今
日
こ

こ
に
集
ま
っ
て
殉
教
者
祭
を

行
う
意
義
を
説
い
た
。

ま
た
司
教
は
、こ
の
尾
張
、

美
濃
に
お
け
る
殉
教
者
が
、

寛
文
年
間
に
は
尾
張
で
１
６

６
７
（
寛
文
6
）年
に
756
人
、

そ
れ
か
ら
１
６
６
９
（
寛
文

8
）
年
に
は
33
人
が
処
刑
さ

れ
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
場

所
で
多
数
の
殉
教
者
が
処
刑

さ
れ
、
寛
文
年
間
だ
け
で
二

千
数
百
人
が
殉
教
し
て
い
る

が
、
名
古
屋
教
区
と
し
て
、

い
ま
だ
に
福
者
、
聖
人
が
出

て
い
な
い
こ
と
を
語
っ
た
。

同
じ
２
月
３
日
に
定
め
ら

れ
た
、
福
者
高
山
右
近
の
記

念
日
の
話
に
触
れ
、
列
福
、

列
聖
運
動
に
は
多
く
の
奇
跡

が
必
要
で
、
彼
ら
の
取
次
ぎ

を
願
っ
て
祈
る
こ
と
の
大
切

さ
を
訴
え
た
。

そ
し
て
司
教
は
、「
現
代

の
私
た
ち
が
、
こ
の
殉
教
者

た
ち
か
ら
何
を
学
び
取
る
か

は
私
た
ち
自
身
の
私
た
ち
に

課
せ
ら
れ
た
課
題
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
そ
の
学
び
か
ら

私
た
ち
の
信
仰
を
深
め
健
全

な
信
仰
と
し
て
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
幸
い
な
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。」
と
語
り

締
め
く
く
っ
た
。

ミ
サ
に
引
き
続
き
顕
彰
碑

に
聖
水
と
香
を
捧
げ
て
祝
別

し
、
参
加
者
全
員
で
献
花
し

た
。最

後
の
あ
い
さ
つ
で
栄
国

寺
の
若
松
一
雅
住
職
は
、
こ

の
地
で
350
年
前
の
同
じ
日
に

実
際
に
処
刑
が
行
わ
れ
た
お

仕
置
場
で
あ
っ
た
と
、
そ
し

て
、
こ
の
地
に
立
つ
２
本
の

大
き
な
「
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
」

と
「
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
」
と
い
う

名
古
屋
市
の
指
定
の
木
に
ま

つ
わ
る
話
を
語
り
始
め
た
。

こ
こ
に
大
き
な
穴
を
掘

り
、
丸
い
橋
を
渡
し
て
、
そ

し
て
そ
の
上
に
隠
れ
キ
リ
シ

タ
ン
の
方
を
、
あ
る
い
は
悪

い
こ
と
を
し
た
人
た
ち
を
一

緒
に
長
い
槍
（
お
仕
置
槍
）

で
刺
し
て
処
刑
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
槍
の

こ
と
は
「
尾
張
名
陽
図
会
」

と
い
う
歴
史
書
に
も
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
槍
を

こ
の
大
き
な
2
本
の
木
に
掛

け
て
置
い
た
の
で
、
お
そ
ら

く
そ
の
方
々
の
血
と
一
緒
に

こ
の
木
は
成
長
し
た
の
で
は

と
語
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
地
を
き
れ
い

に
す
る
際
に
穴
を
掘
っ
た
ら

人
骨
が
い
く
つ
も
出
て
き

た
。「
そ
の
人
た
ち
が
殉
教

者
の
人
た
ち
か
は
定
か
で
は

な
い
が
、
そ
の
様
な
地
に
あ

な
た
た
ち
は
立
っ
て
い
る
。

で
す
か
ら
軽
々
し
く
立
て
な

い
感
じ
が
し
ま
す
。」
と
説

い
た
。

最
後
に
、
参
加
者
と
の
来

年
の
再
会
を
約
束
し
て
、
殉

教
者
祭
は
和
や
か
に
閉
じ
ら

れ
た
。

ミ
サ
中
の
献
金
（
全
額
）、

10
万
円
余
は
栄
国
寺
に
献
金

さ
れ
た
。

（
殉
教
者
顕
彰
委
員
会　

�

海
付
順
雄
）

栄
国
寺
に
つ
い
て
お
話
し
す
る	

若
松
住
職

名
古
屋
教
区
殉
教
者
祭

�

栄
国
寺

献
花
を
す
る
野
村
名
誉
司
教
と	

若
松
一
雅
住
職
（
左
）
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信
仰
を
あ
か
し
し
、
世
に
あ
る
責
任
を
果
た
す 第31回　四旬節黙想会のお知らせ

～障害をもつ人々と共に～
　今回は多治見修道院研修センターの緑豊かな大自然の中で、神様の愛に抱かれ
ながら過ごします。
テーマ　「君たちは　どう生きるか」
指　導　片岡義博神父（富山地区担当助任司祭）
日　時　3月17日（土）受付12：00～　18日（日）15：15解散予定
会　場　多治見修道院研修センター　多治見市緑ヶ丘38
定　員　40名
参加費　9,000円（一泊3食付）　日帰り3,000円（一食付）
　　　　参加費は当日集金します。3月12日以降のキャンセルは実費をいただきます。
申込先　カトリック名古屋教区障害者連絡会
　　　　〒466-0037 名古屋市昭和区恵方町2-15　社会福祉委員会
　　　　Fax 052-852-1422　ファクスまたは郵送のみ（電話申込みはできません）
締切り　2月28日（水）当日消印有効
　　　　詳細は配布済みの黙想会の案内をご覧ください。
連　絡　�黙想会の前にカトリック名古屋教区障害者連絡会の総会を開催します。

第47回名古屋教区典礼研修会
共同・共働

～司祭と信徒がともに築く典礼～

講　師　梅村昌弘司教
　　　　（日本カトリック典礼委員長）
日　時　3月3日（土）10：00～16：00頃
　　　　（受付は9：30より）
　　　　15：00より閉会の感謝ミサ
場　所　南山教会マリア館
　　　　名古屋市昭和区南山町1
交　通　地下鉄鶴舞線いりなか駅下車徒歩7分
参加費　500円（昼食、飲み物は各自持参）
申込み　�詳細は各教会に配布済みの申込用紙に記

入の上、ファクスで申込みください。
　　　　Fax 052-804-8878

終生誓願式及び�
助祭叙階式のお知らせ

　神言神学院では二人の有期誓願会員が終
生誓願と助祭叙階の恵みをうけるはこびと
なりましたので、ご案内いたします。
終生誓願式
日　時　3月9日（金）16：00～
場　所　神言神学院大聖堂
誓願者　サムエル荒田啓示
　　　　ヨセフ　グエン・タン・ヒ
助祭叙階式
日　時　3月17日（土）10：00～
場　所　神言神学院大聖堂
受階者　サムエル荒田啓示
　　　　ヨセフ　グエン・タン・ヒ

神言神学院院長　レジモン・ヴァルギース

2018年名古屋教区�
司教叙階　司祭叙階�
修道者・奉献生活者の

金銀祝�
野村純一司教叙階25周年
日　時　3月21日（水・祝）
　　　　14：00～17：00
場　所　�カトリック布池司教座聖堂

及び地下ホール
主司式　ミカエル松浦悟郎司教
内　容　14：00金銀祝記念ミサ
　　　　16：00地下ホールで茶話会
会　費　無料
主　催　カトリック名古屋教区

こ
の
度
、
名
古
屋
教
区
の

一
粒
会
は
大
き
く
姿
を
変

え
、
会
員
制
か
ら
教
区
民
全

員
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
支

え
て
い
く
と
い
う
新
し
い
形

で
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
、
召
命

に
つ
い
て
考
え
、
こ
れ
か
ら

の
一
粒
会
に
つ
い
て
説
明
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

こ
こ
で
は
、
召
命
を
次
の
3

つ
の
分
類
で
考
え
ま
す
。

①�

信
徒
一
人
ひ
と
り
に
与

え
ら
れ
る
召
命
（
洗
礼
、

固
有
の
召
命
）

②�

修
道
者
（
男
子
、
女
子
）

の
召
命

③�

叙
階（
助
祭
、司
祭
、司
教
）

へ
の
召
命
…
教
区
で
あ

る
か
、
修
道
会
で
あ
る
か

に
か
か
わ
ら
ず
、
教
会

の
役
割
（
役
務
）
と
し

て
の
司
祭
職
。
こ
こ
で

は
「
司
祭
の
召
命
」
と

表
現
し
ま
す
が
、
一
粒

会
の
祈
り
と
献
金
は
基

本
的
に
は
こ
の
召
命
の

た
め
に
捧
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み

名
古
屋
教
区
の
一
粒
会
は

歴
代
司
教
の
も
と
に
次
の
よ

う
な
あ
ゆ
み
を
た
ど
っ
て
き

ま
し
た
。

＊�
松
岡
司
教
時
代
：
信
徒
の

有
志
に
よ
っ
て
司
祭
召
命

を
支
援
す
る
た
め
に
「
マ

ル
タ
会
」が
結
成
さ
れ
る
。

＊�

相
馬
司
教
時
代
：
マ
ル
タ

会
を
充
実
し
て
会
員
制

の
一
粒
会
が
組
織
さ
れ
、

司
祭
召
命
を
支
援
す
る
。

＊�

野
村
司
教
時
代
：
会
員
制

の
一
粒
会
と
し
て
定
着

し
て
活
動
。
一
粒
会
の
目

的
の
中
に
、
神
学
生
の
た

め
だ
け
で
な
く
、
叙
階
後

も
生
涯
、
司
祭
職
を
全

う
す
る
た
め
に
も
祈
り

支
え
る
こ
と
が
入
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
一
粒
会

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
信
徒

が
会
員
と
な
り
、
長
き
に
わ

た
っ
て
祈
り
と
献
金
で
司
祭

召
命
を
祈
り
、
神
学
生
の
た

め
に
献
金
を
続
け
て
き
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
私
は
、
こ

の
一
粒
会
と
い
う
し
っ
か
り

と
し
た
地
盤
の
上
に
立
っ

て
、
次
の
世
代
の
た
め
に
司

祭
召
命
を
名
古
屋
教
区
の
信

徒
全
員
で
求
め
て
い
く
形
に

発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
そ
の
理
由
、
お
よ
び
そ

の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

１
．
司
祭
が
生
ま
れ
る
こ
と

は
教
会
全
体
の
願
い
で
す
。

司
祭
と
信
徒
が
共
に
い
る
こ

と
な
し
に
教
会
は
あ
り
え
な

い
か
ら
で
す
。
司
祭
は
神
の

民
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
派
遣

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
表
す
た
め
に
も
、
一
粒

会
の
会
員
に
な
っ
た
有
志
の

信
徒
だ
け
で
な
く
、
教
区
民

全
員
が
司
祭
召
命
を
祈
り
、

神
学
生
の
生
活
を
支
え
る
形

に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

２
．
教
会
自
体
が
少
子
高
齢

化
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
粒

会
の
会
員
も
高
齢
化
し
、
ま

た
そ
の
召
命
へ
の
思
い
が
次

世
代
に
受
け
継
が
れ
に
く
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、

一
粒
会
は
神
学
生
（
一
人
当

た
り
年
間
300
万
円
）
だ
け
で

な
く
、
神
学
生
を
養
成
す
る

神
学
校
へ
の
基
本
分
担
金

（
年
間
800
万
円
）
を
払
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
自
分

の
教
区
だ
け
で
な
く
、
日
本

の
教
会
全
体
で
神
学
生
を
養

成
す
る
た
め
の
神
学
校
を
支

新
し
く
出
発
す
る
一
粒
会

～ 
一
人
ひ
と
り
の
洗
礼
の
召
命
、

�
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
司
祭
召
命
の
た
め
に 

～

�

教
区
司
教　

松
浦
悟
郎

え
る
こ
と
も
必
要
だ
か
ら
で

す
。
現
在
、
名
古
屋
教
区
で

は
年
間
約
700
万
円
が
入
り
ま

す
が
、
そ
れ
を
、
日
本
の
神

学
校
を
は
じ
め
、
教
区
、
各

修
道
会
の
神
学
生
の
た
め
に

も
そ
れ
ぞ
れ
援
助
し
て
い
る

た
め
に
一
粒
会
で
す
べ
て
を

ま
か
な
う
こ
と
が
出
来
て
い

ま
せ
ん
。
一
粒
会
の
目
的
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
も
、

教
区
民
全
員
の
支
え
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

３
．「
一
粒
会
の
日
」の
設
置

去
る
2
月
4
日
の
宣
教
司

牧
評
議
会
に
お
い
て
、
名
古

屋
教
区
で
は
毎
月
、
第
一
日

曜
日
を
「
一
粒
会
の
日
」
と

し
、
司
祭
召
命
の
た
め
に
祈

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
日
に
は
、
教
区
内
の
す

べ
て
の
小
教
区
や
修
道
院
で

召
命
の
た
め
に
祈
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
祈
り
の
カ
ー
ド

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ど

こ
で
ど
の
よ
う
な
形
で
祈
る

か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
任
さ
れ

て
い
ま
す
。

４
．
献
金
方
法
に
つ
い
て

以
下
の
二
通
り
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

①
記
名
式
（
従
来
通
り
）

一
粒
会
献
金
袋
（
青
色
）

を
全
員
の
維
持
費
の
棚
に
置

き
ま
す
。
献
金
額
は
自
由
で

す
。
維
持
費
と
同
じ
方
法
で

教
会
に
納
め
ま
す
。

②
無
記
名
式

毎
月
第
一
日
曜
日
「
一
粒

会
の
日
」
に
献
金
箱
と
一
粒

会
献
金
袋
を
用
意
し
ま
す
。

そ
の
中
に
自
由
に
献
金
を
入

れ
て
教
会
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。
献
金
は
第
一
日
曜
日
だ

け
で
は
な
く
都
合
の
つ
く
と

き
で
も
結
構
で
す
。

な
お
、
会
計
処
理
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
別
途
担
当
者

か
ら
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。

洗
礼
の
恵
み
を
生
き
る
こ
と

が
あ
ら
ゆ
る
召
命
の
基
礎

「
司
教
教
書
」
の
基
本
方

針
３
に
示
し
た
よ
う
に
、
キ

リ
ス
ト
の
教
会
に
な
る
た
め

に
は
ま
ず
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
「
洗
礼
の
召
命
」（
固

有
の
召
命
）
に
気
づ
き
、
そ

れ
を
喜
ん
で
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
も
し
、
社

会
の
中
で
信
仰
を
生
き
る
意

欲
や
人
々
に
福
音
を
伝
え
る

熱
意
が
私
た
ち
の
中
に
な
け

れ
ば
、
ど
う
し
て
司
祭
や

修
道
者
に
な
り
た
い
と
思
う

若
者
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う

か
。
召
命
は
、
何
よ
り
も
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
熱
意
を

持
っ
て
キ
リ
ス
ト
に
従
っ
て

生
き
て
い
き
た
い
と
い
う
望

み
の
中
に
与
え
ら
れ
る
も
の

で
す
。
今
回
、
一
粒
会
を
信

徒
全
員
メ
ン
バ
ー
と
す
る
意

味
の
第
一
は
そ
こ
に
あ
り
ま

す
。
召
命
の
た
め
に
祈
り
、

金
銀
祝
の
方
々
の
紹
介

司
教
叙
階　
　

銀
祝

野
村
純
一
名
誉
司
教

司
祭
叙
階　
　

金
祝

シ
ー
ラ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
神
父

（
瑞
浪
教
会
・
神
言
修
道
会
）

ハ
ン
フ
リ
ー
ズ
・
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
神
父
（
み
こ
こ
ろ
セ

ン
タ
ー
・
聖
心
布
教
会
）

ス
ワ
イ
ア
テ
ッ
ク
・
ニ
コ
ラ

ス
神
父
（
瀬
戸
教
会
・
コ
ン

べ
ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
修
道
会
）

修
道
者
・
奉
献
生
活
者
誓

願　
　

金
祝

Sr. 

山
木
良
子
（
聖
霊
奉
侍

布
教
修
道
女
会
）

Sr. 

籾
山
文
子
（
聖
霊
奉
侍

布
教
修
道
女
会
）

Sr. 

図
司
良
子
（
聖
霊
奉
侍

布
教
修
道
女
会
）

Sr. 

宇
田
美
智
枝
（
純
心
聖

母
会
）

Sr. 

田
辺
毓
子�（
ド
ミ
ニ
コ
会
）

Sr. M
aria del Carm

en 
D
iez Lopez

（
聖
マ
リ
ア
の‌

無
原
罪
教
育
宣
教
修
道
会
）

Sr. 

渡
邊
か
を
る
（
援
助
修

道
会
）

Ms. 
林
カ
ズ
（
聖
マ
リ
ア
在

俗
会
）

献
金
を
す
る
た
び
に
、
一
人

ひ
と
り
が
固
有
の
召
命
を
生

き
る
決
意
を
新
た
に
で
き
れ

ば
と
願
い
ま
す
。

ま
た
、
教
区
と
し
て
は
、

青
年
た
ち
が
召
命
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

つ
く
っ
て
い
こ
う
と
計
画
し

て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

新
し
い
形
で
の
一
粒
会
の

始
ま
り
に
あ
た
っ
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
は
、
名
古
屋

教
区
で
一
粒
会
が
立
ち
上

が
っ
て
以
来
、
そ
の
会
員
と

な
っ
た
皆
さ
ま
が
日
々
、
召

命
を
祈
り
、
献
金
に
よ
っ
て

神
学
生
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
で
す
。
会
員
の
中
に

は
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

も
多
く
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ

う
し
た
皆
さ
ま
方
の
こ
れ
ま

で
の
長
い
努
力
に
よ
っ
て
教

区
だ
け
で
な
く
、
修
道
会
、

宣
教
会
に
多
く
の
司
祭
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

今
回
、一
粒
会
を
教
区
民

全
員
で
支
え
る
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
会

員
で
あ
っ
た
皆
さ
ま
に
は
、引

き
続
き
一
粒
会
の
推
進
役
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
教
区
全

体
の
た
め
に
お
力
に
な
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
、
各
小
教
区

の
担
当
委
員
に
な
っ
て
お
ら

れ
る
方
は
、
移
行
期
間
と
し

て
引
き
続
き
そ
の
役
を
担
っ

て
い
た
だ
き
、
交
代
す
る
と

き
に
は
小
教
区
と
し
て
選
出

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。�

感
謝
の
う
ち
に

那
覇
教
区
の
安
里
教
会

（
那
覇
市
）
で
2
月
12
日
、

ウ
ェ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・

バ
ー
ン
ト
司
教
の
叙
階
式
が

行
わ
れ
、
長
崎
教
会
管
区
の

髙
見
三
明
大
司
教
（
長
崎
教

区
）
が
主
司
式
し
た
。
教
皇

に
よ
る
任
命
書
が
朗
読
さ

れ
、
バ
ー
ン
ト
（
被
選
）
司

教
が
司
教
と
し
て
の
務
め
を

果
た
し
て
い
く
決
意
を
参
列

者
の
前
で
表
明
。
司
教
た
ち

か
ら
の
按
手
を
受
け
、
叙
階

の
祈
り
、
塗
油
を
受
け
る
な

ミ
ト
ラ
（
司
教
帽
）、
バ
ク

ル
ス
（
司
教
杖
）
を
受
け
た

後
、
教
皇
大
使
の
招
き
で
司

教
座
（
司
教
が
座
る
い
す
）

に
着
座
。
押
川
壽
夫
司
教
の

後
継
者
と
し
て
正
式
に
那
覇

教
区
の
司
教
に
な
っ
た
。
そ

の
後
の
ミ
サ
は
バ
ー
ン
ト
司

教
が
主
司
式
。
髙
見
大
司

教
や
押
川
司
教
、
教
皇
大
使

ジ
ョ
セ
フ
・
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ

大
司
教
を
は
じ
め
と
す
る
全

国
18
人
の
司
教
ら
と
司
祭
団

が
共
同
司
式
し
た
。

バ
ー
ン
ト
司
教
は
米
国
籍

の
カ
プ
チ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
修
道
会
宣
教
師
。
同
教
区

に
外
国
籍
の
司
教
が
就
任
す

る
の
は
、
１
９
７
２
年
に
急

逝
し
た
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
レ

イ
司
教
（
当
時
は
使
徒
座
管

理
区
）
以
来
の
こ
と
で
す
。

（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

よ
り
抜
粋
）

那
覇
教
区
で
、

ウ
ェ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・

バ
ー
ン
ト
司
教
叙
階

ど
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
福
音
書
、
指
輪
、



（ 3 ）	 ２ ０ 1 8 年 3 月 4 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 3 7 7 号）

信
仰
を
あ
か
し
し
、
世
に
あ
る
責
任
を
果
た
す

東日本大震災・災害支援金の報告
� 社会福祉委員会
　発災時より社会福祉委員会へ振込まれた支援金を下記の通りご報告いた
します。暖かいご支援に心より感謝いたします ! !
� （振込手数料引去後の金額）

単 月 明 細 2011. 3. 17 発災から
2018. 1. 31までの合計摘　　　要 1/1～1/31

募金、ご寄付 収入合計 （※1） 109,373 28,849,808
ベース他支援 支出合計 0 27,827,821

支援金残高合計 1,021,987
（※1）1月度に支援金のご協力いただいた小教区等� （敬称略）
� 金沢、福井、富山・メサイヤ実行委員会
☆�3月11日は13：30から布池教会で、宗派をこえて共に追悼・復興を祈
る集いが行われます。皆様のご参加をお待ちしています。

★名古屋教区は
　�「カリタス大船渡ベース・地ノ森いこいの家」とカリタス米川ベース、
NPO法人「障がい者自立センターかまいし」、カリタス南相馬（旧・
原町ベース）、カリタスジャパン（東日本大震災募金）の応援をし
ています。引き続き皆様のご支援、ご協力をお願い致します。

☆�大阪教会管区は「東日本大震災応援ツアー（大船渡ベース～南三陸
ベース）を行います。

　　第1回6/5～7・第2回7/3～5・第3回9/25～27・第4回10/23～25
詳しくは社会福祉委員会へ
★�各ベースの震災支援状況は仙台教区サポートセンター活動日記の
HPに掲載されています。http://caritasjapan.jugem.jp

★支援金振込先
　郵便振替用紙にて
　�口座番号 ００８８０－６－１６２８‌
名義　カトリック名古屋教区社会福祉委員会‌
　　 「東日本大震災・災害支援金」と記入願います。

南山大学創立50周年記念基金事業

国際教養学部開設記念
公開講演会

日　時　3月3日（土）
　　　　14：00～15：00基調講演
　　　　15：30～16：30パネルディスカッション
会　場　南山大学D棟DB1教室
　　　　名古屋市昭和区山里町18
基調講演　テーマ“時のしるし”に応えて
　　　　―岐路に立つ現代世界の中で―
　　　　講師　カトリック名古屋教区　
　　　　　　　松浦悟郎 司教
パネルディスカッション
　　　　テーマ　�人間らしく自立した個人とし

て生きるために
　　　　コーディネーター；斎藤衛（以下敬称略）
　　　　�パネリスト；松浦悟郎、金承哲、神崎

宣次、Volpe, Angelina、山岸敬和
定　員　300名　　参加費　無料
交　通　�公共交通機関をご利用ください。駐車

場はございません
問合せ　名古屋市昭和区山里町18
　　　　�南山大学南山エクステンション・カ

レッジ事務室
　　　　☎052-833-6957　Fax 052-832-4306
　　　　E-mail/extension-s@nanzan-u.ac.jp
　　　　詳細は配布済みのチラシをご参照ください

2018年「四旬節愛の献金」のお願い
2月14日～3月29日

　今年の四旬節は、まさしく御父のいつくしみを多く
の人に具体的に示す時です。わたしたちは御父のいつ
くしみに生き、具体的に生きるようにと派遣されてい
ます。四旬節の献金は犠牲としてささげる心をもって
行う愛の業にほかなりません。この40日の間、犠牲の
心を持って献金にご協力くださり、教会の愛の業にと
もに参加してくださいますようお願いいたします。
　カリタスジャパンでは、世界で起こる自然災害、紛
争によって傷ついた人たちへの緊急災害支援にとどま
らず、「いのち」を守るための活動や、少数民族のこ
どもたちの教育支援、そして女性の自立支援など、時
間をかけて取り組まなくてはならない課題のために活
用されています。カリタスジャパンのこうした国内外
の支援は、皆様の募金によって支えられていますが、
大半はこの四旬節献金によっています。
　ご協力を宜しくお願いいたします。献金は名古屋教
区本部事務局を経由しカリタスジャパンへ振り込まれ
ます。
問合せ　名古屋教区社会福祉委員会
　　　　☎052-852-1426　Fax 052-841-2225

世　界　祈　祷　日
テーマ　「すべて神の造られたものは�

とてもよい」�
― スリナムからのメッセージ ―

日　時　3月2日（金）　10：00～12：30
　　　　受付は9：30より
会　場　在日大韓基督教会
　　　　名古屋市中村区名駅2-39-11
　　　　☎052-541-1980
　　　　名古屋駅下車、徒歩10分
　　　　詳細はチラシを参照ください
主　催　�日本キリスト教団、日本聖公会、‌

カトリック、日本福音ルーテル教会、‌
在日大韓基督教会、救世軍

問合せ　浜野　090-6586-5485
その他　受付、開始時間が変更となっています

映画「修道士は沈黙する」
　映画の紹介をします。
　ドイツの高級リゾートホテ
ルを舞台に繰り広げられる社
会派ミステリー
　イタリアの鬼才ロベルト・
アンドー監督＋豪華俳優たち
の競演！
　名古屋地区は名演小劇場で
3月24日より上映します。ぜひ
ご覧ください。

上映日　3月24日（土）より2～3週間の予定
名演小劇場：名古屋市東区東桜2-23-7　☎052-931-1701
上映日時は、電話で確認してください。

新刊書

「エッファタ！」
　バチカンで2009年保健従事者評議会主催
により開催された、ろう者をめぐる画期的
な国際会議の講演録です。ろう者、聴者そ
れぞれを含め、司牧者、カテキスタ、教育者、
医師、そして一般の生活者など、さまざま
な立場からの発言を収めており、ろう者の
抱える信仰上の諸問題を示すとともに、信
仰の視点を通して、その生活や教育におけ
る問題も浮き彫りにしています。

「エッファタ！」教会共同体のろう者　　定価本体2000円＋税
問合せ、ご注文は下記まで
　カトリック中央協議会・出版部
　〒135-8585 東京都江東区潮見2-10-10
　☎03-5632-4429　Fax 03-5632-4456

ご連絡・問合せ先
社会福祉委員会
電話 052-852-1426
FAX 052-852-1422

がんばっぺし東北！
大阪教会管区～東日本大震災応援ツアー2018年度�

カリタス大船渡ベース～カリタス南三陸（旧米川ベース）

　今までの多大なる支援に対する感謝を、大阪教会管区の方々
に伝え、大船渡と南三陸の現況を見ていただく企画です。東
日本大震災の記憶の風化が進み、被災地からは「私たちは忘
れられた」という声が聞こえてくる。大阪教会管区で運営す
るベースと連携し、関心や魅力を感じて貰えるように、被災
地案内やボランティア活動だけでなく、大船渡のケセン語聖
書の山浦先生の講演や、米川のキリシタン殉教地などの巡礼
ツアーも含み復興応援と殉教地巡礼を組み合わせて信仰から
復興支援につながっていくツアー企画です。この機会にぜひ
ご参加ください。詳細や行程などは各教会に配布済みのチラ
シをご覧ください。
実施予定日　�第1回　6月5日（火）～7日（木）‌

第2回　7月3日（火）～5日（木）‌
第3回　9月25日（火）～27日（木）‌
第4回　10月23日（火）～25日（木）

受付開始　各回ともツアー開始日の2か月前より
対　　象　�大阪教区管区の方。関心をお持ちの全国の方も可
締　　切　ツアー開始日の2週間前
定　　員　9名（最少催行人数4名）
　　　　　�最少催行人数に満たない場合は、締切日の翌日に

大船渡ベースからご連絡します。初日の花巻空港
から最終日の仙台駅までは、スタッフが運転する
ベース車両で移動

参 加 費　�参加費は一括集金は致しません。旅行保険代＋滞
在経費＝1,160円大船渡ベース到着後お支払。食事、
温泉代などは参加者の実費負担

申込窓口　大阪教会管区応援ツアー申込書を下記あて連絡
　　　　　カリタス大船渡ベース
　　　　　☎＆Fax 0192-47-4737
　　　　　E-mail ofunatobase@gmail.com

第40回日本カトリック正義と平和全国集会
2018名古屋大会

共に生きる地球家族
―今問われる、わたしたちの選び、わたしの決意―

主　催　カトリック名古屋教区
共　催　日本カトリック正義と平和協議会
　　　　大会実行委員会事務局（福信館内）
　　　　☎052-935-7180　Fax 935-7195
　　　　E-mail : s.fukuin@nagoya.catholic.jp

　カトリック名古屋教区は「日本カトリック正義と平和全国
集会2018名古屋大会」を、来たる11月23日（金・勤労感謝の日）、
24日（土）の両日、カトリック布池教会を中心とする名古屋
市内および近郊の教会・施設を会場にして開催します。初日
はシンポジウムと交流会、二日目が分科会と全体会およびミ
サという概要です。
　「正義と平和全国集会」は、日本カトリック司教協議会の下
で社会にかかわる委員会・団体（カリタスジャパン、難民移
住移動者委員会、部落差別人権委員会、子供と女性の権利擁
護デスク、HIV ／ AIDS デスクなど）がその時々のトピック
をテーマに開く分科会をメインに、全国のカトリック信者が
神の国の実現のためにどのような働きができるかを共に考え、
学び、祈る集まりです。また、名古屋教区からもいくつかの
分科会が準備される予定です。
　以前から名古屋教区開催の打診があり、それに応えて一昨
年2016年10月の教区宣教司牧評議会で開催を決定しました。
2015年の東京大会から3年ぶりの開催となりますが、これは松
浦司教による司教教書（2016年1月）の「基本方針」および目
標①「神のいつくしみを表す教会になる」、②「弱い立場に置
かれた人たちを中心とした社会を目指す」の具体化でもあり
ます。
　どうか、みなさん、11月23日、24日に向かって教区がひと
つになって取り組んでまいりましょう。

司教団から�
「改憲」反対署名のお願い

　日本カトリック司教団社会司教委員会（浜口末
男委員長＝大分司教）は、日本国憲法改憲の方向
に進もうとする政府の動きに危機を感じ、全国の
市民レベルで行われている『安倍9条改憲NO！　
憲法を生かす全国統一署名』（通称：3000万人署名）
の趣旨に賛同し、署名呼びかけに協力することを
決定し、日本全国のカトリック信者に「教会で、
家庭で、周囲のお友達に対して、ぜひこの署名へ
の協力を呼びかけていただきたい」との「日本国
憲法改憲の動きに反対するための署名協力のお願
い」を2月1日、浜口末男委員長（大分司教）の名
前で発表した。
　「お願い」はまず、日本のカトリック司教団が「平
和主義、信教の自由や基本的人権の尊重を掲げる
日本国憲法を支持し、日本国憲法を守るために積
極的に行動する立場」をとっていること、そのこ
とは「戦後70年司教団メッセージ」や「いのちへ
のまなざし」などでも「くりかえし、教会にも日
本社会に対しても公にしてきた」と説明。
　しかし、1月に始まった国会での首相施政方針演
説では改憲議論前進への期待を示すなど、日本政
府は「改憲」の方向へ進んでおり、一方で市民の
間では「改憲」に反対する署名行動がすでに進め
られている。これに日本司教団社会司教委員会と
して、賛同・協力を決定し、広く協力を呼びかけ
るとのこと。
　署名用紙のとりまとめは日本カトリック正義と
平和協議会が行い、期日は5月末日となる。
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「青年のための聖書の学び」3月18日（日）
テーマ　ルカ14章『宴会』神の国で食事をする人
対　象　青年男女（18～32歳）
時　間　午後2：00～7：50（高校生4：30まで）
　　　　1：30～玄関を開けます　2：00～聖書「学び」
　　　　3：00～ 「個人の祈り」　3：30～分かち合い
　　　　4：00～4：30おやつ
　　　　�4：30～5：30（生活の分かち合い、皆で夕食をつくる、

愛知県の切支丹史を思い起こす。）など視野と活動を
広める時間です。

　　　　共同体と共に祈りと食事をする
　　　　（5：45～御聖体礼拝、晩の祈り、夕食）食費：自由献金
　　　　 7：45～糾明　　サルヴェ・レジナ　　終了
　　　　FB　「青年のための聖書の学び」
　　　　HP　http://www.concepcionistas.jp/
連絡先　☎052-782-5850
　　　　名古屋市千種区園山町1-56
　　　　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
　　　　担当者：シスター碇（いかり）政子

聖パウロ女子修道会（聖パウロ書院）からお知らせ

「ロザリオの祈り」
第2日曜日　14：00～（40分程度）　3月休み

「読書会」
第3土曜日　 3月17日（土）　14：00～15：30
『パウロの福音』を用います。
問合せ／申込み
　　　　聖パウロ書院　〒461-0004 愛知県名古屋市東区葵1-13-2
　　　　☎052-936-4443　Fax 052-799-4461

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約71.8％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

577件 28‚713‚675円
（1月末）目標額 40,000,000円
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主にささげる24時間～聖体礼拝
　2017年10月より主税町記念聖堂で月に2回、聖体礼拝が行われていま
す。また開始時と終了時にはミサが行われます。どうぞご参列ください。
日　時　毎月第2・第4  木曜日 19：00 ～ 金曜日 19：00
場　所　主

ちから

税町
まち

記念聖堂
主　催　カトリック名古屋教区　　責任者　平田政信神父
問合せ　名古屋教区本部事務局　☎052-935-2223
　　　　平田政信神父の携帯電話　090-1623-1170
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東日本大震災・福島原発事故

犠牲者追悼・復興祈願の日

～宗派を超えてつなぐ祈りの手～�

カトリック・プロテスタント・仏教界

日　時　3月11日（日）13：30～15：30
場　所　カトリック布池教会大聖堂
　　　　名古屋市東区葵一丁目12-23
プログラム
　　13：30　南山大学スコラ・カントールム演奏
　　14：00　報告
　　　　　　�「福島県原発被災地の現状」
� 南原摩利（カリタス南相馬）
　　14：46　黙祷
　　14：47　宗派を超えて祈りのつどい
　　15：10～15：30　
　　　　　　南山大学スコラ・カントールム演奏
　　手話通訳・要約筆記あります。
問合せ・連絡先
　　�福信館気付　3・11実行委員会事務局・‌
社会福音化推進部

　　☎052-935-7180　Fax 052-935-7195
主　催　カトリック名古屋教区

第3回『あとから来る者のために』原発研修会
　どなたでも、お気軽にご参加ください。
日　時　4月14日（土）13：30～15：00
場　所　カトリック布池教会信徒会館3F
　　　　名古屋市東区葵1丁目12-23
参加費　200円（資料代他）
主　催　次世代を考える会　問合せ　三本木國喜 ☎0561-83-5360

福　信　館  「春のバザー」2018
ホームレス炊き出し支援バザー

　支援バザーに皆様のご協力をお願いします。
日　時　4月22日（日）10：00～14：00
催し物　模擬店、リサイクルコーナー等
主　催　福信館炊き出しの会実行委員会


